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永
原 

譲
二

大
任
町
長

町には子育てを見守るだけでなく、積極的に支援するという役目がある

　

本
町
は
明
治
期
以
降
、
当

時
の
主
要
産
業
で
あ
っ
た
石
炭

産
業
に
よ
り
発
展
を
遂
げ
、
日

本
の
経
済
に
も
大
き
く
貢
献

し
て
き
ま
し
た
。
町
制
に
移
行

し
た
昭
和
35
年
に
は
、
人
口
も

８
千
９
４
０
人
に
達
し
て
い
ま
し

た
が
、
石
炭
産
業
の
衰
退
と
と

も
に
人
口
は
減
少
の
一
途
を
た
ど

り
ま
し
た
。
定
住
促
進
な
ど
の

政
策
が
実
を
結
び
減
少
の
波
は

緩
や
か
に
な
っ
て
き
た
も
の
の
、

依
然
と
し
て
歯
止
め
が
か
か
っ
て

い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
人
口
が
減
少
の
一
途
を

た
ど
っ
た
一
番
の
要
因
は
、
石
炭

産
業
に
代
わ
る
主
要
産
業
の
育

成
が
十
分
に
で
き
な
か
っ
た
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

若
年
層
が
隣
都
市
圏
に
流
出
し
、

住
民
の
高
齢
化
お
よ
び
出
生
率

の
減
少
、
深
刻
な
過
疎
化
が
進

行
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
開
す

る
た
め
、
本
町
で
は
子
育
て
支

援
政
策
に
重
点
を
置
き
、
小
さ

な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
世
帯

に
と
っ
て
魅
力
あ
る
大
任
町
と

な
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

町の子育て支援政策
子育て環境に課題を抱えている日本では、共働きで仕事と子育ての両立が難しく出産に踏み切れない。
医療費や育児をするうえでの十分な資金が不足しているから出産を先延ばしにするなどの理由で、出
産に踏み出せない方々が多くいます。今回のこちら町長室では、そうした状況の中、本町が重点を置
き取り組んでいる子育て支援政策について紹介します。

町
独
自
の
発
想
で
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
　

子
育
て
環
境
の
整
備
は
、
国

の
方
針
を
軸
に
各
自
治
体
で
独

自
の
施
策
を
考
え
た
う
え
で
取

り
組
む
た
め
、
一
つ
ひ
と
つ
の
事

業
に
多
く
の
時
間
を
要
し
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
の
将
来
を
担
う

若
者
や
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、

そ
し
て
本
町
の
明
る
い
未
来
の

た
め
に
も
、
知
恵
を
絞
り
国
や

県
と
連
携
し
な
が
ら
や
っ
て
い
か

な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

私
は
、
子
育
て
に
関
す
る
政

策
を
展
開
し
て
い
く
う
え
で
、

子
育
て
中
の
皆
さ
ま
や
子
育
て

を
支
援
し
て
い
る
事
業
者
の
皆

さ
ま
な
ど
か
ら
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
本
当
に
大
事
に
し
て
い
る
こ

と
は
、
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
、
い
か
に
迅
速
に
、
そ
し
て

ど
れ
だ
け
工
夫
を
凝
ら
せ
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
本
町
で
は
主
に
６
つ

の
子
育
て
支
援
政
策
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
今
後
に
お
き
ま
し

て
も
、
本
町
の
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
政
策
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

出産祝金制度３
大任町の出産祝金は、第１子５万円、
第２子７万円、第３子 20 万円、第４子
以降 50 万円と田川地区の中でも手厚い
額となっています。（平成 29 年度開始）

子育て定住促進住宅つばき団地４
町外の子育て世代の定住を目的とした
子育て支援住宅（つばき団地）は計 32
戸が整備され、大幅な人口の増加につ
ながっています。（平成 29 年度開始）

中学３年生までの医療費無償化１
大任町 PTA 連合会役員からの要望を
受け、就学前児童までだった医療費助
成の対象を中学３年生までに引き上げ
ました。（平成 27 年度開始）

大任町結婚新生活支援助成金２
新婚生活を応援し、子育てしやすい環境
づくりを推進するため、経済的理由で結
婚に踏み出せない人を対象に一部の費用
を助成しています。（平成 28 年度開始）

子ども広場拡張整備６
道の駅おおとう桜街道の隣接地にミニ
ジェットコースターなどの遊具を備えた子ど
も広場の整備を実施していて、令和３年に
完成を予定しています。

幼児教育・保育の無償化５
大任町が先駆けとなった制度。この制
度は、保育所等の利用者負担を無償化
で行うものであり、０歳から５歳児が対
象となっています。（平成 31 年度開始）
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まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

　６月下旬から７月中旬にかけて、大任町大型機械化組合「大
豆クラブ」が大豆の植付作業を行いました。
　この組合は、町と協力して町内で減反している田んぼに大
豆の作付けを行っています。
　代表者の安武秀樹さんは

「田んぼを減反する場合には、
大豆の作付けにご協力いただ
けると助かります」と話して
いました。

田んぼを有効活用し安全な大豆を育てる
大豆クラブが植付作業を実施

▼暑い中、複数ある田んぼに植付作業を行いました

　７月の同和問題啓発強調月間にちなんで、７月12 日にレ
インボーホールで人権・同和問題啓発講演会が行われ、約
250 人が会場に訪れました。講師は全国で一人芝居を交えた
講演を展開している福永卓司さん。福永さんは「子どもたち
にとって、温もりある人権のまち、大任を目指して」という演
題で講演を行いました。講演会では、最初に自身が小学校教
諭時代に経験したことや身近な人権問題などについて語り、
その後はメーンとなる椅子一つだけを使った一人芝居が行わ
れ、人との出会いの大切さを来場者に伝えました。

温もりのある人権のまちを目指して
人権・同和問題啓発講演会

▲芝居では、周囲の人々との出会いを通じて成長していく少年を演じました

　７月５日、レインボーホール図書室に今任小学校の１・2 年
生が訪れ、図書室の見学を行いました。
　この見学は、図書室を利用して調べ学習や絵本の読み聞か
せなどを行い、町内の多くの人が利用していることに気づき、
児童一人ひとりに自分も使ってみたいという意欲をもっても
らうことを目的としています。
　児童たちは、施設の説明や仕事内容に関する説明を真剣な
眼差しで聞き、その後は積極的に質問を行うなど約１時間と
いう限られた時間の中で、本の魅力にふれあっていました。

読書を通じて本の魅力にふれる
今任小学校１・２年生がレインボーホール図書室を見学

▲説明の後、七夕の手づくりおはなしも行われました

　６月 25 日、彦山川河川敷の水辺公園でしじみの放流が行
われ、大任小学校と今任小学校の３年生が参加しました。
　この活動は、しじみ１個が１日でコップ１杯分の水をきれ
いにすることにちなんで、子どもたちに自然の大切さを学ん
でもらうために、昭和 61 年から商工会が中心となり毎年行
われています。
　今年は約 10㎏のしじみの稚貝を準備。児童たちは「川を
きれいにしてね」「大きく育ってね」と願いを込めて川に放流
していました。

彦山川の浄化を願い児童がしじみを放流
町のシンボルであるしじみを彦山川に放流

▼川のそばに並び、児童たちがしじみを大切に放流しました

受け継がれる生徒たちの心意気
花の植栽活動、学校・町の環境美化の推進と啓発に尽力

　

6
月
12
日
、
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半

蔵
門（
東
京
都
）で
令
和
元
年
度
環

境
保
全
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

大
任
中
学
校
が
地
域
環
境
美
化
功
績

者（
団
体
）表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

大
任
中
学
校
で
は
、
学
校
を
挙
げ

て
平
成
元
年
か
ら
約
30
年
間
も
花
の

植
栽
活
動
を
続
け
、
学
校
だ
け
で
な

く
、
町
の
環
境
美
化
の
推
進
と
啓
発

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

熊
本
地
震
や
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
の

自
然
災
害
発
生
時
に
は
、
生
徒
会
や

部
活
動
生
が
中
心
と
な
り
、
募
金
活

動
や
花
の
販
売
を
通
じ
た
被
災
地
の

支
援
活
動
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
県
か
ら
も
高
い

評
価
を
受
け
て
い
て
、
昨
年
は
県
で

環
境
美
化
推
進
功
労
者（
団
体
）知

事
表
彰
を
受
け
る
な
ど
、
２
年
連
続

で
の
受
賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

約
30
年
間
続
く
伝
統
を
支
え
て
い

る
主
な
要
因
は
、
生
徒
た
ち
の
心
意
気

と
先
生
た
ち
の
行
動
で
す
。
毎
年
、
３

年
生
が
意
欲
的
に
活
動
に
取
り
組
む

姿
を
後
輩
た
ち
に
見
せ
、
言
葉
で
伝
え

る
だ
け
で
な
く
、
背
中
で
引
っ
張
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
先
生
た
ち
も
生
徒

た
ち
の
活
動
を
見
守
る
の
で
は
な
く
、

一
緒
に
活
動
に
励
み
、
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
て
、
先
生
と
生
徒
の
間

に
確
か
な
信
頼
関
係
が
で
き
、
よ
り
よ

い
学
校
環
境
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

大任中学校には学校を挙げて守り続けている伝統があります。
それは美化活動を通じて生徒たちの郷土を愛する心を育もうという教育方針です。

この方針のもと、約 30 年間にわたり活動を続けてきた結果、今年６月に環境大臣より表彰状が
贈られました。ここでは、これまでの卒業生を含む生徒たちがどのような活動をして

伝統を受け継いできたのか、その活動内容を振り返ります。

長
年
に
わ
た
り
積
み
重
ね
た

努
力
の
成
果
が
実
を
結
ぶ

大任中学校が地域環境美化功績者（団体）表彰を受賞
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大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G海洋センター・サボテンハウス

☎63・4832

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

福祉課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場

くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課 ☎63・3001

教育課（学校教育係・社会教
育係） ☎63・3110

ふるさと館おおとう ☎41・2055

　６月28日、大任町役場で大任町文
化財専門委員会委員の辞令交付が行わ
れました。文化財専門委員会は、町内
の文化財をより効果的に保存・活用し
ていくうえで、教育委員会が意見を聞
くため設けられた組織です。任期は７
月から２年間となっています。
問教育課 社会教育係　☎63・3110

　効果的で効率的な文化財保存の一層の推進を図る
Information

６

国
民
年
金
付
加
年
金
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

～
付
加
保
険
料
の
納
付
で
国
民
年
金
の
受
給
額
が
増
え
ま
す
～

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
福
祉
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

◎
国
民
年
金
付
加
年
金
制
度

　

国
民
年
金
の
一
般
保
険
料
に
、
付
加

保
険
料
と
し
て
月
々
４
０
０
円
を
納
付

す
る
こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加

年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

付
加
年
金
と
し
て
上
乗
せ
さ
れ
る
年

金
額
は「
２
０
０
円
×
付
加
年
金
保
険
料

納
付
月
数
」と
な
り
ま
す
。

※
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

▲左から、木村直喜さん、米丸明秀さん、﨑山和信さん、鈴木顕範さん、
小田玲子教育長、梶原忠雄さん、加藤教行さん

　
田
川
地
区
消
防
本
部
で
は
、
次
の
と
お

り
消
防
吏
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

10
月
20
日
日

■
と
こ
ろ　

田
川
地
区
消
防
本
部（
田
川

市
大
字
川
宮
１
５
７
０
番
地
）

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
公
共
交
通

機
関
を
利
用
く
だ
さ
い

■
受
付
期
間　

８
月
5
日
㈪
～
９
月
６
日
㈮（
土
日
祝
日

を
除
く
）　
９
時
～
17
時

■
採
用
人
数　

８
人
程
度

■
受
験
資
格　

平
成
6
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

問
田
川
地
区
消
防
本
部 

総
務
課

☎
44
・
０
６
５
１

福
岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合
消
防

吏
員
採
用
試
験

　

心
肺
蘇
生
法
実
演
や
実
技
指
導
も
あ

り
ま
す
。
参
加
無
料
で
家
族
連
れ
も
大

歓
迎
で
す
。

■
と
き　

９
月
８
日
㈰　
13
時
～
16
時
10
分

救
急
の
日
の
つ
ど
い
２
０
１
９

■
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル（
添
田
町
大

字
庄
９
５
２
番
地
）

■
講
演
会

▼
演
題　
「
高
齢
者
の
急
病
の
対
応
」

▼
講
師　

高
須 

修
教
授（
久
留
米
大
学

病
院
副
院
長
）

■
そ
の
他

▼
救
急
救
命
講
習
、
救
急
車
両
展
示
な
ど

※
参
加
者
に
は
記
念
品
が
提
供
さ
れ
ま
す

問
住
民
課 

衛
生
係　
☎
63
・
３
０
０
３

　助言や指導を通じて社会教育活動を支える
　７月10日、大任町役場で大任町社会
教育委員の辞令交付式が行われました。
社会教育委員は、子ども広場や人権講
演会などの社会教育活動に関する計画
や立案、また、社会教育関係団体、社会
教育指導者などに対して助言や指導を
行います。任期は７月から２年間です。
問教育課 社会教育係　☎63・3110

▲左から、仁和清さん、永原修二さん、植村
徹也さん。当日、浦野晃一さんは欠席

衛生業務のお知らせ
衛生業務のお盆休みにご注意ください

◉ゴミ収集
　８月15 日木はゴミの収集業務をお休みし
ます。東部じん芥処理セ
ンターは通常どおり業務
を行いますので持ち込み
は可能です。
　じん芥処理センターに
は、毎日多くのゴミが持
ち込まれていますが、ゴ
ミの分別が不十分な状態です。ルールを
守って正しくゴミを出すようお願いします。
問住民課 衛生係　☎ 63・3003

◉し尿くみ取り
　８月 13 日火から 16 日金まではお盆休
みとなります。11日日・12 日月は終日受
け入れします。
　なお、５日月までに申し込めば、お盆前
までにくみ取りを行います。通常業務の再
開は８月17 日土からとなっています。
問桑野衛生　☎ 63・3217
　松村産業　☎ 63・3650

◉田川地区斎場
　８月15 日木はお休みします。
問田川地区斎場　☎ 42・8002

◉田川地区急患センター
　お盆期間の救急診療は次のとおりです。
■診療日時　８月13 日火
■診察科目　内科
■診察時間
●19 時～ 21時 （内科）
■診療日時　８月14 日水・15 日木
■診察科目　内科・小児科・外科
■診察時間
●９時～ 17 時 （内科・小児科）
●18 時～ 23 時 （内科・小児科）
●９時～ 17 時 （外科）
※12 時～ 13 時は休診です
※受付は診療終了時刻の 30 分前までです
※救急時のみ利用してください。その際は
保険証を忘れずに持参してください
■ところ　田川地区急患センター（田川市）
問田川地区急患センター
☎ 45・7199

　自衛官志望者は募集相談員に相談を
　７月９日、大任町役場で自衛官
募集相談員委嘱式が行われ、大任
町の自衛官募集相談員に池本敏春
さんが委嘱されました。自衛官を
志望している人は、気軽に相談く
ださい。
問自衛隊飯塚地域事務所
☎0948・22・4847 ▲再委嘱を受けた池本敏春さん（左から２番目）
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避難情報への
「警戒レベル」の導入について

　昨年発生した豪雨では、さまざまな防災情報が発信されたものの
多様で難解であるため、多くの住民から活用しにくいという声があ
りました。
　今後は、防災情報の発信をより分かりやすくするため、住民のと
るべき行動が５段階のレベルで提供され、避難情報などには「警戒
レベル」を付けてお知らせします。

警戒レベル 住民がとるべき行動 避難情報など

警戒レベル５
すでに災害が発生していて、
命を守るための最善の行動を
とりましょう。

災害発生情報
（市町村が発令）

警戒レベル４

速やかに避難先への避難が必要。
避難場所までの移動が困難な
場合は、近隣の安全な場所へ
の移動、屋内での安全確保措
置をとりましょう。

避難勧告
避難指示（緊急）

（市町村が発令）

警戒レベル３

避難に時間を要する人（高齢
者、障がいのある人など）とそ
の支援者は避難しましょう。
そのほかの人は、避難の準備
を整えましょう。

避難準備
高齢者等避難開始
（市町村が発令）

警戒レベル２
ハザードマップの確認など、
避難に備え自らの避難行動を
確認しましょう。

洪水注意情報
大雨注意報など

（気象庁が発表）

警戒レベル１ 災害への心構えを高めましょう。 早期警戒情報
（気象庁が発表）

問 総務企画財政課 総務係　☎63・3000

（例）
付加保険料を 10 年間（120 月）納付した場合
◎納付する保険料
400 円×10 年間（120 月）＝ 48,000 円
◎毎年老齢基礎年金に加算される年金額
200 円×10 年間（120 月）＝ 24,000 円
※物価に応じた増額・減額はありません
※国民年金を受け始めてから、２年間で納付し
た付加保険料分となり、３年目以降はお得です
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　８月24日土25日日の２日間、道の駅で2019夏祭りを開催します。
子どもから大人まで楽しめるイベントが盛りだくさん。ぜひ、当日
は道の駅おおとう桜街道で夏祭りをお楽しみください。皆さんのご
来場をお待ちしております。
問夏祭り実行委員会（総務企画財政課）
☎ 63・3000（夏祭り）
問大任町教育委員会
☎ 63・3110（盆踊り花火大会）
私たちは、24 時間テレビ

「愛は地球を救う」を応援しています。８月24日土・25日日はチャ
リティー募金を受け付けますので、ご協力をお願いいたします。

夏祭りで盆踊り花火大会を開催
※花火の打ち上げは８月24日土 20 時から 
（延期の場合は８月25日日の同時刻から）

混雑が予想されます。役場とレインボーホールを臨時駐車場
にしていますので、シャトルバスをご利用ください。

８月 24 日土 19 時 50 分～ 20 時 40 分の間、下図赤色の区間が
通行止めとなることに加え、対岸の花火打ち上げ場所周辺が終日
通行止めになります。

８月24日土 19 時 50 分～ 20 時 40 分
■通行止め時間

■通行止め区間

※悪天候のため、花火が打ち上げられないときは
　翌日の同時刻に延期する場合があります

六本松橋～下今任南交差点

道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道

２
０
１
9
夏
祭
り

2019 夏祭りイベントスケジュール

10：00 ～ 21：30土８月24日
時　間 イベントスケジュール

10：00 ～ 10：20 　■開会式

10：30 ～ 11：00 　■ 和太鼓演奏
　　 伊田保育園、宝保育園の園児による和太鼓演奏

11：10 ～ 11：50 　■それいけ！アンパンマンショー（第１部）
　　終了後には握手会を実施

12：00 ～ 13：00
　■吹奏楽コラボレーションイベント
　　大任中学校×陸上自衛隊飯塚駐屯地音楽部の
　　コラボレーションイベント

13：10 ～ 13：40 　■マジシャンチュータによるマジックショー
　　 中国伝統芸能変面を取り入れた本格派イリュージョニスト

13：50 ～ 14：20 　■フラダンスショー
　●アロハ・フラ

14：20 ～ 14：50 　■ Non Section
　　 小竹町、田川市、飯塚市などで活躍するダンスチーム

15：00 ～ 15：40
　■それいけ！アンパンマンショー（第２部）
　　終了後には握手会を実施

15：50 ～ 16：10 　■今任太鼓
　　 今任小学校５・６年生児童による伝統の今任太鼓の演奏

16：20 ～ 16：50 　■フラダンスショー
　●プア・エンゼルプリティ

17：00 ～ 17：30 　■浴衣コンテスト（前半戦）
　　 浴衣を着ている人は当日参加可能

17：30 ～ 17：40 　■ Big Sisters OTO 姫（大任町商工会女性部）
　　 スコップ三味線を使った歌とダンスが話題

17：40 ～ 18：10 　■浴衣コンテスト（後半戦）

18：30 ～ 20：00 　■第 41回盆踊り花火大会
　　 大任町盆踊り花火大会実行委員会による
　 　盆踊り＆花火（花火の打ち上げは 20 時から）20：00 ～ 20：30

20：30 ～ 21：00 　■盆踊り再開

21：00 ～ 21：30 　■チャリティーバンドライブ
　  ・O っ３ず　・石油とハニービスケット

※都合により変更となる場合があります

時　間 イベントスケジュール

10：00 ～ 10：20 　■大藪太鼓
　　川筋太鼓の伝統を引き継ぐ子どもたちによる演奏

10：30 ～ 10：50 　■クラシックバレエ
　　フェミバレエスクールの子どもたちによるクラシックバレエ

11：00 ～ 11：40 　■騎士竜戦隊リュウソウジャーショー（第１部）
　　終了後にはサイン会・写真撮影会を実施

11：50 ～ 13：10
　■チャリティーカラオケ
　   夏祭り参加者によるチャリティーカラオケ

13：20 ～ 13：50 　■ Dance Office
　　子どもたちによるヒップホップダンスメドレー

14：00 ～ 14：40
　■なわとびクイズ大会
　   参加型のなわとびクイズ大会

14：50 ～ 15：30 　■騎士竜戦隊リュウソウジャーショー（第２部）
　　終了後にはサイン会・写真撮影会を実施

15：40 ～ 16：20
　■おどり愛好会
　　「紅の舟唄」「珍道物語」「五平太船」などを披露

16：30 ～ 16：50 　■ Big Sisters OTO 姫（大任町商工会女性部）
　　 スコップ三味線を使った歌とダンスが話題

17：00 ～ 18：40 　■鳥羽一郎 歌謡ショー
　　演歌歌手である鳥羽一郎さんによる歌謡ショー

18：50 ～ 19：20 　■フラダンスショー
　●ピカケスタジオ

19：30 ～ 20：00
　■ TTP-Dance Studio
　　 地元で活躍中のストリートダンス教室
　　  HIPHOP を中心にダンスを披露

イベント終了後 　■閉会式・わくわく抽選会
　　 豪華景品が当たるかも！？ドキドキわくわく抽選会

10：00 ～ 21：00日８月25日
（終了予定）

※開会・閉会時間に変更はありませんが、各イベントの内容・
開始時間は変更する場合があります。

妊娠希望者等の風しんの予防接種費用を助成

対象者

「風しんの抗体検査を受け抗体価が低い人」のうち、
次のいずれかに該当する人。
⑴ 妊娠希望者（妊婦は除く）
⑵ 妊娠希望者および妊婦の配偶者もしくは同居者
※妊娠希望者および妊婦の抗体価が高いことが明ら
かな場合は対象外です

　風しんは、発熱やリンパ節の腫れなどを特徴とする感染症で、咳やくしゃみなどのしぶきで感染
します。風しんに対する免疫力が低い女性が妊娠中（特に妊娠20週頃まで）に感染すると、生まれ
てくる赤ちゃんが、白内障や先天性心疾患、難聴などを特徴とする「先天性風しん症候群」になる
可能性が高くなるため、妊娠中は特に感染しないよう注意することが必要です。
　現在、町では妊娠を希望する女性等を対象に「先天性風しん症候群」の予防接種費用の助成を
行っていますので、この機会に予防接種を受け、感染を防ぎましょう。

申請方法

⑴ 妊娠希望および妊婦が申請する場合
・本人確認ができるもの（運転免許証やマイナン
バーカードなど）
・妊娠希望者および妊婦の抗体価が低いことが確認
できる「検査結果書」等の写し
・申請者の印鑑

⑵ 配偶者と同居者が申請する場合
・本人確認ができるもの（運転免許証やマイナン
バーカードなど）
・妊娠希望者および妊婦の抗体価が低いことが確認
できる「検査結果書」等の写し
・配偶者と同居者の風しん抗体価が低いことが確認
できる「検査結果書」の写し
・申請者の印鑑
問 住民課 衛生係　☎ 63・3003

３年ぶりの昆虫展「昆虫ワンダーランド inおおとう」を開催中
世界各地の標本を大任町のふるさと館おおとうで

　今回の展示会は、大任
町在住の昆虫収集家であ
る渡邉高久さんが、世界
各地で 45 年間にわたり収
集した昆虫標本と、添田町
在住の昆虫収集家である
小野正則さんが半世紀に
わたって日本国内（主に九
州内と南西諸島）を中心に
収集した昆虫標本を展示
しています。
問教育課 社会教育係
☎ 63・3110

詳細はこちら→

25日

鳥羽一郎さんの
参加が決定
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　６月24日、見立病院と協力して第８回認知症出前講座を開催しました。今回は、14名の方に参
加いただき「認知症予防講話」を行いました。
　講座では、老化現象による物忘れと認知症の違い、早期発見が重要で検査を受ける必要性や認
知症になりやすい方の傾向などについて話をしていただきました。
　生活習慣病にかかると認知症になるリスクがほかの方に比べて高いですが、運動や頭の体操、
30分以内の昼寝などを心がけ、継続的に行うことで認知症の予
防につながります。皆さんも普段から頭を使ったり、無理のない
運動を行ったりして生活習慣病やうつ病などを予防しましょう。
　次回は８月26日、見立病院職員によるシナプソロジーです。
シナプソロジーとは「２つのことを同時に行う」「左右で違う動き
をする」という普段慣れない動きで脳の活性化を図るものです。
ぜひ、ご参加ください。

さまざまな方面から高齢者のみなさんを支援します

こんにちは！ 地域包括支援センターです

出前講座

とき：８月26日月 12時30分～ 13時

ところ：島台隣保館

大任町地域包括支援センター

（レインボーホール・老人福祉センター内）

８時30分～17時15分（月～金）

お問い合わせ先　41・8060

見立病院職員による認知症予防の講話

タイムカプセル開封へ

11 月 24 日日
（10:00 ～ 12:00）

場所：大任小学校
対象：平成元年度当時の
　　  １年生～６年生

（雨天決行）

30 年前、当時の PTA 役員の方々の尽力により、大任小
学校の創立 100 周年を記念して児童たちに将来の自分に
向けた作品をタイムカプセルに入れて埋めました。あれか
ら 30 年の歳月を経て、当時の児童たちが実行委員会を
立ち上げ、今年 11 月にタイムカプセルを開封します。

問タイムカプセル実行委員会委員長 ( 宮地 )　
☎ 080・2792・8061　←開封に関する内容はこちら

問教育課 社会教育係　☎ 63・3110　←その他の内容はこちら

職名 氏名 行政区

委員長 宮地 篤  梅田

副委員長 帆足 梓 秋永

委員（６年生代表） 宮本 隆二 向田 

委員（５年生代表） 村上 英樹 福田 

委員（４年生代表） 植田 悠介 成光

委員（３年生代表） 納富 弘光 小林

委員（２年生代表） 八城 里美   峰   

委員（１年生代表） 城本 一永 根床

委員（事務局） 山﨑 輝開 池本

タイムカプセル実行委員会名簿

※行政区は平成元年当時のものを掲載しています
※敬称略

― 笑顔で元気、健康と長寿を祝う ―

大任町敬老会
●とき　９月８日日　受付 ８時30分　開式 ９時30分

●ところ　レインボーホール
　敬老会の該当者には、９月上旬にハガキでお知らせします。敬老祝い金の対象者は、
75 歳以上（昭和 20 年３月 31日以前に生まれた人）で、令和元年９月１日現在で、大任
町に住民登録がある人です。年齢は令和２年３月 31日現在の満年齢で計算します。
　当日、敬老会の案内ハガキと印かんを必ず持参してください。持参していない場合は、
敬老祝い金を受け取ることができません。また、当日来られない人は、後日、福祉課 
福祉係窓口でも受け取ることができます。 問福祉課 福祉係　☎ 63・3004

余興　劇団しらさぎ
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午前
１ レインボーホール ８：20 １ ゆめマート 10：07
２ 成光団地 ８：24 ２ 誠慈保育園前 10：09
３ 森山団地 ８：26 ３ 玉川集会所 10：10
４ 小林バス停 ８：28 ４ 富士見ヶ丘 10：11
５ 安高交差点 ８：30 ５ 坂木商店 10：12
６ 林産業倉庫前 ８：31 ６ 不動団地 10：14
７ 上元松集会所前 ８：32 ７ 皿山 10：16
８ 大峰 ８：34 ８ ゆめマート 10：19
９ 福田バス停 ８：36 ９ 永川外科前 10：21
10 西白土バス停 ８：37 10 道の駅 10：27
11 根床集会所 ８：40 11 上今任 10：29
12 島台バス停 ８：43 12 大任町役場 10：30
13 ゴルフ場入口 ８：44 13 滝口自動車 10：32
14 幸神町 ８：45 14 幸神町 10：33
15 滝口自動車 ８：46 15 ゴルフ場入口 10：34
16 大任町役場 ８：48 16 島台バス停 10：35
17 上今任 ８：49 17 根床集会所 10：38
18 道の駅 ８：51 18 西白土バス停 10：41
19 永川外科前 ８：53 19 福田バス停 10：42
20 ゆめマート ８：55 20 大峰 10：44
21 皿山 ８：58 21 上元松集会所前 10：46
22 不動団地 ９：00 22 林産業倉庫前 10：47
23 坂木商店 ９：02 23 安高交差点 10：48
24 富士見ヶ丘 ９：03 24 小林バス停 10：50
25 玉川集会所 ９：04 25 森山団地 10：52
26 誠慈保育園前 ９：05 26 成光団地 10：54
27 ゆめマート ９：07 27 大任町役場 10：58
28 永川外科前 ９：09 28 上今任 10：59
29 道の駅 ９：15 29 道の駅 11：01
30 上今任 ９：17 30 永川外科前 11：03
31 大任町役場 ９：18 31 ゆめマート 11：05
32 柿原団地 ９：20 32 永川外科前 11：07
33 総合運動公園 ９：21 33 桑原団地 11：09
34 池本団地入口 ９：23 34 峰集会所 11：11
35 おとぎ草子前 ９：24 35 おとぎ草子前 11：12
36 峰集会所 ９：25 36 池本団地入口 11：13
37 桑原団地 ９：27 37 総合運動公園 11：15
38 永川外科前 ９：29 38 柿原団地 11：16
39 ゆめマート ９：31 39 大任町役場 11：18
40 永川外科前 ９：33 40 上今任 11：19
41 道の駅 ９：35 41 道の駅 11：25
42 上今任 ９：37 42 永川外科前 11：27
43 大任町役場 ９：38 43 ゆめマート 11：29
44 大任交通公園 ９：41 44 永川外科前 11：31
45 牧野自動車前 ９：42 45 道の駅 11：33
46 小林バス停 ９：44 46 上今任 11：35
47 添田駅 ９：49 47 大任町役場 11：36
48 小林バス停 ９：54 48 大任交通公園 11：39
49 牧野自動車前 ９：56 49 牧野自動車前 11：40
50 大任交通公園 ９：57 50 小林バス停 11：42
51 大任町役場 10：00 51 添田駅 11：47
52 上今任 10：01 52 小林バス停 11：52
53 道の駅 10：03 53 牧野自動車前 11：54
54 永川外科前 10：05 54 大任交通公園 11：55
55 ゆめマート 10：07 55 大任町役場 11：58

56 上今任 11：59
57 道の駅 12：01
58 永川外科前 12：03
59 ゆめマート 12：05

午後
１ 添田駅 13：25 １ 添田駅 15：25
２ 小林バス停 13：30 ２ 小林バス停 15：30
３ 牧野自動車前 13：32 ３ 牧野自動車前 15：32
４ 大任交通公園 13：33 ４ 大任交通公園 15：33
５ 大任町役場 13：36 ５ 大任町役場 15：36
６ 上今任 13：37 ６ 上今任 15：37
７ 道の駅 13：39 ７ 道の駅 15：39
８ 永川外科前 13：41 ８ 永川外科前 15：41
９ ゆめマート 13：43 ９ ゆめマート 15：43
10 永川外科前 13：45 10 誠慈保育園前 15：45
11 道の駅 13：47 11 玉川集会所 15：46
12 上今任 13：49 12 富士見ヶ丘 15：47
13 大任町役場 13：50 13 坂木商店 15：48
14 成光団地 13：54 14 不動団地 15：50
15 森山団地 13：56 15 皿山 15：52
16 小林バス停 13：58 16 ゆめマート 15：55
17 安高交差点 14：00 17 永川外科前 15：57
18 林産業倉庫前 14：01 18 道の駅 15：59
19 上元松集会所前 14：02 19 上今任 16：01
20 大峰 14：04 20 大任町役場 16：02
21 福田バス停 14：06 21 滝口自動車 16：04
22 西白土バス停 14：07 22 幸神町 16：05
23 根床集会所 14：10 23 ゴルフ場入口 16：06
24 島台バス停 14：13 24 島台バス停 16：07
25 ゴルフ場入口 14：14 25 根床集会所 16：10
26 幸神町 14：15 26 西白土バス停 16：13
27 滝口自動車 14：16 27 福田バス停 16：14
28 大任町役場 14：18 28 大峰 16：16
29 上今任 14：19 29 上元松集会所前 16：18
30 道の駅 14：25 30 林産業倉庫前 16：19
31 永川外科前 14：27 31 安高交差点 16：20
32 ゆめマート 14：29 32 小林バス停 16：22
33 皿山 14：32 33 森山団地 16：24
34 不動団地 14：34 34 成光団地 16：26
35 坂木商店 14：36 35 大任町役場 16：30
36 富士見ヶ丘 14：37 36 上今任 16：31
37 玉川集会所 14：38 37 道の駅 16：37
38 誠慈保育園前 14：39 38 永川外科前 16：39
39 ゆめマート 14：41 39 ゆめマート 16：41
40 永川外科前 14：43 40 永川外科前 16：43
41 道の駅 14：45 41 桑原団地 16：45
42 上今任 14：47 42 峰集会所 16：47
43 大任町役場 14：48 43 おとぎ草子前 16：48
44 柿原団地 14：50 44 池本団地入口 16：49
45 総合運動公園 14：51 45 総合運動公園 16：51
46 池本団地入口 14：53 46 柿原団地 16：52
47 おとぎ草子前 14：54 47 大任町役場 16：54
48 峰集会所 14：55 48 上今任 16：55
49 桑原団地 14：57 49 道の駅 16：57
50 永川外科前 14：59 50 永川外科前 16：59
51 ゆめマート 15：01 51 ゆめマート 17：01

※道路状況等により若干時間が前後する場合があります
※土日祝日、年末年始（12 月 29 日～１月３日）は運休します
※天候や災害などにより運休する場合があります
問大任町社会福祉協議会　☎ 63・4828

９月からコミュニティバスの
運行路線と時刻が変わります

今任原方面
添田駅行
大行事方面
皿山・不動・玉川方面

町内巡回バス（15人乗り）の変更

　町内での買い物や医療機関の受診など、町民の皆さまの利便性を高めるために、運行路線と時刻を
左のページのように変更します。
　運行路線上であればバス停以外でも乗り降りすることができますので、手を上げるなどしてドライ
バーにお知らせください。

●巡回バスの運休日　土日祝日、年末年始（12 月 29 日～１月３日まで）

※そのほか天候や災害などにより運休する場合があります
※道路状況などにより時刻が前後する場合があります

※時刻表と簡易経路図は大任町役場、レインボーホールなどに置いています

コミュニティバス（町内巡回バス）時刻表

伊田行バス（伊田８時９分着便のみ変更）

　大任小学校児童の登校時における安全を確保するため、大任町役場を経由して運行します。これに
伴い狐塚バス停（７時 35 分発→７時 33 分発）から梅田バス停（７時 54 分発→７時 50 分発）の発着
が２分から４分早くなりますので、ご利用される方はご注意ください
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　歌声集会後のアンケー
トでも、保護者の方から
の温かい感想をいただ
きました。「入学してま
だ２カ月の子どもたちが
しっかり頑張っていたの
で、こちらまで元気になれました。」「全校合唱、とても素晴
らしかったです。学年ごとの発表もとても良かったです。」
　今後も本校では、上記の３つの力を日ごろの教室でも発
揮できるように、しっかりと頑張っていきます。
問教育課 学校教育係  ☎63・3110vol .109 

▼小学校で児童会長、中学校では生徒会長を務めた宮地さん

クローズ・アップ

−タイムカプセル実行委員会委員長− vol .154

　大任小学校では、例年６月の土曜授業で「親と子の音楽
会」を開催しています。今年は、６月８日に鑑賞と表現の
２部構成で開催しました。第１部は本校PTA主催で、大
任中学校の吹奏楽部に来ていただいての音楽鑑賞会、第
２部は本校児童会主催の合唱による音楽集会を行い、各
学年が合唱２曲を披露した後、最後に全校合唱で「未知と
いう名の船に乗り」を歌い上げました。全校児童の心が一
つになったことの分かる歌声は素晴らしいものでした。今
年の「歌声集会」では、歌や合唱の力だけでなく、次の３
つの力の育成を目指しました。

心を一つに！ 歌声を響かせて！

教 育 信通 大 校学任 小

仲間の支えがあり今の自分がある
宮
み や

地
ち

 篤
あつし

さん（梅田）

　「人生楽しく生きることをモットーにこれまで過ごして
きましたが、今回の経験を通じて人とのつながりは本当に
大切だと改めて感じましたね」と笑顔で話してくれたのは
宮地篤さん。現在、11月に実施予定のタイムカプセル開
封事業を成功させるために立ち上げたタイムカプセル実行
委員会の委員長を務めています。
　11月に開封予定のタイムカプセルには、大任小学校の
創立100周年を記念して当時の１年生から６年生までが将
来の自分に向けた作品が入っています。「正直、30年前の
ことなので、具体的にどんな作品を埋めたかは覚えていま
せん。しかし、私たちが大人になったときのことを考え、
こうして楽しみを作ってくださった当時のPTA役員の方々
には本当に感謝しています」と話す宮地さんは、まずはで
きることをしようと同級生などに呼びかけることから始め
ました。そして地道な取り組みが実を結び、当時の友人を
中心とした１年生から６年生までの代表９人でタイムカプ
セル実行委員会を立ち上げました。
　宮地さんは現在までの進行状況について「現在、大任小
学校のPTA役員をしているので、以前に比べ学校との距
離も近く、スムーズに進んでいるように感じます。しかし、
各学年でまだ数人連絡が取れていない状況なので、そこ
が改善できればと思っています」と話してくれました。
　最後に宮地さんは「30年前に埋めた作品を一人でも多
くの人に持ち帰ってほしいという思いがあります。これは、
実行委員会の委員全員が共通で持っている思いです。当
日の開封式では『貴方は覚えていますか？30年後の自分
に宛てた手紙の事を』というテーマのもと、委員全員で力
を合わせ頑張っていきますので、皆さんのご協力をお願い
します」と今後の意気込みを語ってくれました。

　９月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を募集
します。次回の締め切りは８月16日金です。
問総務企画財政課 広報係　☎63・3000

●人前でもものおじせず大きくハキハキものが言える力
●みんなで何かを成し遂げようとしたとき、自分も全力  
で取り組もうと協働する力
●頑張っている人を認める力（いいものはいいと思い、
自分もそうなりたいと思う素直な心）

く ん ３歳
Ｈ28年８月３日生まれ

上今任・男の子

く ん ３歳
Ｈ28年８月30日生まれ

灰ノ木・男の子

DVD　　　　　　　　　　　　　　　　　
● 未来のミライ  　   　　　　　　　　　　  細田 守　監督    
●幸せへのキセキ 　   　　                        キャメロン・クロウ 　監督    
●おまえうまそうだな　　　 　　　　　　    藤森 雅也 　監督
C D 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
●NHK みんなのうた ～ファミリーベスト～　    　　　　　 　　　
●瞬間的シックスセンス　　　　　　  　　      　あいみょん   　　
●BEST OF THE THREE VIOLINISTS IV                    葉加瀬 太郎 等   　　

一般書
●シーソーモンスター　　　　　　　　 伊坂 幸太郎    著 
●麦本三歩の好きなもの　　　　　　　   住野 よる   著 
●はじめての消しゴムはんこ　　　  　  立澤 あさみ    著
児童書
●４・５・６歳のふしぎクイズ むし 　  　　　  川田 夏子    発
●オニのサラリーマンじごくの盆やすみ      富安 陽子    文
●キワさんのたまご          　　　　　　 　　　　　　宇佐美 牧子    作

の日が休室日です。

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

※そのほか、多数入庫しています

８月の休室日

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 31 １ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

【 社協だより 】
大任町社会福祉協議会の主な事業

大任町社会福祉協議会では、大任町からの委託を受けて地域子育て支援センターや地域包括支援センター、コミュ
ニティバスの運行などの事業を行っています。また、お亡くなりになった方の香典返しの寄付などをいただき、一人
暮らしの高齢者や障がい者に対しての配食サービスおよび見守りなどの活動に取り組んでいます。今後も福祉活動
の充実や推進に努めていきますので、地域住民の皆さんのご支援とご理解・ご協力をよろしくお願いします。

・配食サービス
・福祉教材購入

大任町支会共同募金会
配分金事業

大任町からの委託事業
・地域子育て支援センター
すまいるの運営
・地域包括支援センターの運営
・心配ごと相談
・レインボーホールの管理運営
・コミュニティバスの運行
・日常生活自立支援

・花いっぱい運動推進事業

　例年10月１日から12月31
日まで「赤い羽根共同募金運
動」が一斉に行われます。
　昨年も皆さまからのご寄付
をいただきあ
りがとうござ
いました。今
年も皆さまの
ご 理 解 とご
協力をよろし
くお願いします。

問大任町社会福祉協議会　☎ 63・4828

・香典返し
・一般寄付金

寄附金
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■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故   ７ 件  （60 件）
●人身事故   ２ 件 （11 件）
●死亡者数   ０ 件 （０件）
●負傷者数   ４ 件 （15 件）

（　）内は平成 31 年の累計

交通事故発生状況（６月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　ＡＴＭを操作してお金が戻ってくる
ことは絶対にありません。
　電話でお金の話をされたら詐欺と
疑ってください。

町内犯罪発生状況（６月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい ０件

空き巣・忍び込みなど １件

 ８月行事予定表  葉月  
日 月 火 水 木 金 土

場 所 29 30 31 １ ２ ３
【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

踊り愛好会
盆踊り練習日

【今任町民会館 13時
30分〜 15時】

４ ５ ６ ７ ８ 立秋 ９ 10
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
(人権・行政相談あり)

【視聴覚 10時〜12時】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【多目的 13時30分〜
14時30分】

２カ月児
親子家庭訪問
(対象者個別通知)

【対象者自宅】
※要予約

11 山の日 12 振替休日 13 14 15 16 17
心配ごと相談

【視聴覚 10時〜12時】
弁護士出張
無料相談

【視聴覚 13時〜16時】
※事前申し込み必要

18 19 20 21 22 23 処暑 24
子育て相談
(対象者個別通知)

【集会室 ９時30分〜
16時30分】
※要予約

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12カ月児
対象者個別通知)

【集会室 13時30分〜
14時30分】

道の駅おおとう桜街道
2019夏祭り
※詳細は９ページ

25 26 27 28 29 30 31
道の駅おおとう桜街道
2019夏祭り
※詳細は９ページ

ロコモ若返り
教室

【集会室 13時30分〜
15時】

町内３校
２学期始業式

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

ロコモ介護予防
相談

【集会室 13時30分〜
15時】

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

（令和元年６月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,675 人  （－ 4）   765 人 （＋２） 2,440 人  （－２）

女 1,672 人  （－ 3） 1,157 人 （＋４） 2,829 人  （＋１）

計 3,347 人  （－ 7） 1,922 人 （＋６） 5,269 人  （－１）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,546 世帯（±０） 
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、
体

重
と
脂
肪
は
増
え
る
ば
か
り
。
最
近
は
、

仕
事
着
の
ズ
ボ
ン
の
上
に
も
と
う
と
う

脂
肪
が
乗
る
よ
う
に
な
り
、
自
然
と

チ
ャ
ッ
〇
が
開
く
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
Ｇ
Ｔ
Ｏ
や
ば
い
で
す
。（
勇
輝
）

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）

●子どもたちの心に寄りそう ～今、私達ができること～
■内容　2006年筑前町立三輪中学校２年生の長男を
いじめによる自殺で亡くした森美加さん（田川市出身）。
悲観にくれ、自問自答を繰り返した自身の経験を交え
ながら講演を行います。
■とき　８月24日土　13時30分～ 15時30分
■ところ　田川市民会館（田川市大字伊田2550番地）
■参加費　無料（事前申し込み不要）
問子どもたちの心に寄りそう講演実行委員会事務局　
☎090・8837・8995

◆
今
月
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
大
任
中
学
校
３
年

生
の
生
徒
た
ち
の
様
子
で
す
。

　

大
任
中
学
校
で
は
、
美
化
活
動
を
通

じ
て
生
徒
た
ち
の
郷
土
を
愛
す
る
心
を

育
む
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
３
年
生
の
２
ク
ラ
ス
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
12
人
を
代
表
で
選
出
し
、
一
つ
の
形

を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

◆赤村（http://www.akamura.net/）
●BEER GARDEN in 源じいの森
■内容　源じいの森では、７月から９月までの３カ月
間、毎週金曜・土曜限定でBEER GARDENをオープン
しています。今年の夏は、家族や友達、会社の仲間と
バーベキューをして夏の思い出の一つを赤村で残して
みませんか？
■開催期間　７月～９月（毎週金・土）　
■ところ　源じいの森（赤村大字赤6933-1）
問源じいの森　☎62・2911

　

　

　

　　　　 　

25日日～ 31日土
飲酒運転撲滅週間

１日木～ 30日金
児童扶養手当現況届受付開始

８日木～９月11日水
特別児童扶養手当所得状況届受付開始

９月２日月
国民健康保険税・後期高齢者医療保険料

第２期納期限

９月２日月
町県民税・固定資産税第２期納期限

７日水
ひとり親家庭対象就業・養育費出張相談会

【第３研修室 10時〜 15時】
※予約優先

24日土
盆踊り花火大会

（道の駅おおとう桜街道）
18時30分～ 21時

花火打上は20時から

13日火～ 15日木
町内３校閉庁日

６日火
町内３校出校日

31日水
国民健康保険税

後期高齢者医療保険料
第１期納期限
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おおとう
　　議会報告

2019

６
輝きに満ちた町を目指して

議会本会議 令和元年６月定例会が６
月６日から 10 日までの５日間
の日程で開会されましたので、
その審議内容と結果をご報告
いたします。

６日開会（審議経過）

　

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　

今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議

員
に
は
３
番
、
毛
利
英
文
君
及
び
４

番
、奥
永
明
正
君
を
指
名
致
し
ま
す
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

〈
全
員
異
議
な
し
で
、
６
月
６
日
か

ら
10
日
ま
で
の
５
日
間
と
す
る
こ
と

に
決
定
〉

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告　
（
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

○
請
願
書
、
陳
情
書
、
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
は
、
陳
情
書
２
件
の

提
出
が
あ
り
ま
し
た
が
、
議
会
運
営

委
員
会
の
意
向
の
と
お
り
各
議
員
に

配
布
す
る
こ
と
に
と
ど
め
ま
し
た
。

２
、一
般
質
問
の
提
出
な
し

３
、
系
統
議
長
会
関
係

○
５
月
15
日
及
び
５
月
20
日「
田
川

郡
町
村
議
会
議
長
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
正
副
会
長
、
理
事

及
び
監
事
の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

○
５
月
23
日「
田
川
地
域
国
道
整
備

促
進
期
成
会
総
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
本
役
員
の
選
任
、

平
成
30
年
度
事
業
報
告
、
歳
入
歳

出
決
算
の
承
認
、
令
和
元
年
度
事
業

計
画
並
び
に
歳
入
歳
出
予
算
の
承
認

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
同
じ
く
５
月
23
日「
主
要
地
方
道

田
川
直
方
線
延
伸
整
備
促
進
期
成

会
総
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
30
年
度
事

業
報
告
、令
和
元
年
度
役
員
の
選
任
、

令
和
元
年
度
事
業
計
画
並
び
に
要

望
書
の
承
認
を
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

○
５
月
24
日「
筑
豊
横
断
道
路
建
設

促
進
期
成
会
定
期
総
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
平
成
30
年
度
事
業

報
告
、
歳
入
歳
出
決
算
の
承
認
、
令

和
元
年
度
役
員
の
改
選
、
事
業
計
画

並
び
に
予
算
の
承
認
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

○
５
月
28
日「
全
国
町
村
議
会
議

長
・
副
議
長
研
修
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は「
町
村
議
会
議
員

の
議
員
報
酬
等
の
あ
り
方
」と
題
し

て
、
江
藤
俊
昭
氏（
山
梨
学
院
大
学

教
授
）、
牛
山
久
仁
彦
氏（
明
治
大

学
教
授
）及
び
長
野
基
氏（
首
都
大

学
准
教
授
）よ
り
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
に
、
長
野
県

喬
木
村
、
京
都
府
与
謝
野
町
議
会
議

長
及
び
鳥
取
県
若
桜
町
議
会
議
長
・

副
議
長
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
研

修
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

○
５
月
31
日「
福
岡
県
町
村
議
会
議

長
会
臨
時
総
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
正
副
会
長
及
び
監

事
の
選
任
に
つ
い
て
承
認
を
行
い
閉

会
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　

  （
委
員
長　

松
下
太
）

○
６
月
定
例
議
会
に
向
け
て
の
議

会
運
営
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
ご

報
告
致
し
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
会
期
に
つ
い
て
は
、

６
月
６
日
か
ら
10
日
ま
で
の
５
日
間

と
す
る
こ
と
で
決
定
致
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
今
回
提
出
議
案
は
、
議
案

第
23
号「
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第
１
号
大

任
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
）」か
ら
議
案
第
27

号「
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
」ま
で
の
５
議
案
で
あ

り
、
議
案
第
23
号
か
ら
議
案
第
27
号

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
各
常
任
委

員
会
へ
付
託
す
る
こ
と
に
決
定
致
し

ま
し
た
。

　
今
回
、
受
理
し
た
請
願
、
陳
情
は

２
件
で
、各
議
員
へ
配
布
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

議
会
議
員　
　
　
　

   （
田
中
良
幸
）

○
平
成
31
年
３
月
28
日
に
開
会
さ

れ
ま
し
た
、
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生

施
設
組
合
議
会
第
１
回
定
例
会
に
つ

い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
組
合
長
よ
り
、

大
任
町
に
建
設
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
、
し
尿
処
理
・
ゴ
ミ
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
に
関
し
、
現
在
ま
で
の
経

過
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
号
、
田
川
郡
東

部
環
境
衛
生
施
設
組
合
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
そ
の
内
容
は
、
職
員
給
与
の
住
居

手
当
を
見
直
す
も
の
で
あ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
２
号
、
田
川
郡
東

部
環
境
衛
生
施
設
組
合
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
そ
の
内
容
は
、
消
費
税
法
の
改
正

に
伴
い
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
３
号
、
福
岡
県
市

町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
減
及

び
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
そ
の
内
容
は
、
平
成
31
年
３
月
31

日
限
り
、
ふ
く
お
か
県
央
環
境
施
設

組
合
、
飯
塚
市
・
桂
川
町
衛
生
施
設

組
合
、
浮
羽
老
人
ホ
ー
ム
組
合
及
び

東
山
老
人
ホ
ー
ム
組
合
が
解
散
さ

れ
、
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
、
ふ

く
お
か
県
央
環
境
広
域
施
設
組
合

が
加
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
福
岡

県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
を

増
減
し
、規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
４
号
、
平
成
30
年

度
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

そ
の
内
容
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
、
５
千
９
百
47
万
９
千
円
を

増
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
億
４
千
７
百
65
万
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
繰
越

金
の
増
額
補
正
で
あ
り
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
５
号
、
平
成
31
年

度
予
算
に
つ
い
て

　
そ
の
内
容
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
、
４
億
２
千
百
14
万
円
と
す
る
も

の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
定

例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

日
程
第
４

・
報
告
第
１
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て

日
程
第
５

・
報
告
第
２
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

日
程
第
６

・
報
告
第
３
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
に
つ
い
て

日
程
第
７
～
日
程
第
11

議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及

び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

●
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
23
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

１
号
大
任
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
27
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す

る
議
案
等
）

・
議
案
第
24
号　

大
任
町
森
林
環
境

譲
与
税
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
25
号　

大
任
町
営
住
宅
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
26
号　

町
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

　

以
上
で
、
本
日
の
日
程
を
す
べ
て

終
了
し
散
会
し
ま
し
た
。

記

　６月　６日　  議会本会議 （出席者 11名、欠員０名）
    　　　　　  （議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明、採決等）
    　　 ６日 総務常任委員会 （専決処分の承認を求めることについて〈専決第１号 大任町税条

例等の一部を改正する条例について〉等の審査）
    　　 7 日 地域振興常任委員会 （大任町森林環境譲与税基金条例の制定について等の審査）
    　  10 日 議会本会議 （出席者 11名、欠員０名）

（各常任委員会委員長報告の内容審議と採決）
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審
査
内
容

・
議
案
第
23
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

１
号
大
任
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

　

内
容
は
、
軽
自
動
車
税
、
環
境
性

能
割
に
係
る
税
率
特
例
措
置
の
創
設

及
び
本
年
10
月
以
降
の
住
宅
入
居
者

に
対
す
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
期
間
の

延
長
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
税
額

控
除
に
関
す
る
規
定
な
ど
を
改
め
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
と

は
、
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。

○
税
務
課
係
長　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
と

は
、
地
方
税
に
関
す
る
手
続
き
、
償

却
資
産
の
申
告
や
法
人
町
民
税
の

申
告
を
法
人
が
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て

申
告
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
報
告
第
27
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

８
千
７
百
98
万
１
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
54
億
３
千
５
百
21
万
８
千

円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
は
、
低
所
得
者
の
み
と
聞
い

た
の
で
す
が
、
商
工
会
が
発
行
し
て

い
る
商
品
券
み
た
い
に
、
誰
で
も
購

入
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
か
。

○
事
業
課
長
兼
産
業
経
済
課
長
兼
水

道
課
長　

一
般
の
方
が
購
入
で
き
る

総務常任委員会
６日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　

坂
本 

年
行

●
副
委
員
長

　
　

永
原 
学

●
委　

員

　
　

田
中 

良
幸

●
委　

員

　
　

松
下 

太

●
委　

員

　
　

宮
本 

孝
一

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
例
年
ど
お
り

販
売
を
行
い
ま
す
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消

費
税
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
影
響
を

受
け
る
子
育
て
世
帯
と
低
所
得
者

向
け
限
定
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

今
年
の
み
販
売
を
行
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
総
務
企
画
財
政
課　

道
の
駅
お
お

と
う
桜
街
道
２
０
１
９
夏
祭
り
日
程

の
報
告

※
教
育
課　

人
権
・
同
和
問
題
啓
発

強
調
月
間
に
伴
う
街
頭
啓
発
及
び

講
演
会
日
程
の
報
告
、
平
成
30
年
度

教
育
委
員
会
の
事
務
の
管
理
及
び

執
行
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
結
果
報
告

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
松
下
委
員　

観
光
農
園
の
温
室

ハ
ウ
ス
で
は
、
か
な
り
の
光
熱
費
が

か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
火
力
発
電

で
賄
う
と
い
う
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。現
在
、九
電
は
電
力
を
買
い
取
っ

て
く
れ
な
い
の
で
、
ハ
ウ
ス
や
温
泉

に
利
用
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

○
浦
野
副
町
長　

具
体
的
な
話
は

あ
り
ま
せ
ん
。

○
永
原
町
長　

じ
ん
芥
処
理
施
設

に
お
い
て
も
自
家
発
電
す
る
予
定
で

す
。
そ
こ
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
内
田
所
長
に
説
明
さ
せ
ま
す
。

○
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

所
長　

発
電
後
、
自
家
消
費
し
た
も

の
以
外
の
、
余
剰
発
電
分
の
買
い
取

り（
売
電
）に
つ
い
て
は
、
現
在
、
九

州
電
力
と
協
議
中
で
す
。

○
松
下
委
員　

道
の
駅
の
遊
園
施

設
に
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
ど
こ
ま
で
進
ん

で
い
ま
す
か
。

○
事
業
課
長
兼
産
業
経
済
課
長
兼
水

道
課
長　

詳
細
設
計
業
者
選
定
の

準
備
中
で
す
。

○
松
下
委
員　

遊
具
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
遊
具
を
お
き
ま
す
か
。

○
事
業
課
長
兼
産
業
経
済
課
長
兼
水

道
課
長　

ま
だ
、
確
定
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

○
田
中
委
員　

現
在
、
ニ
ン
ニ
ク
球

の
利
益
は
で
て
い
ま
す
か
。

○
永
原
町
長　

株
式
会
社
ニ
ン
ニ
ク

食
品
か
ら
、
利
益
の
一
部
を
町
と
Ｊ
Ａ

田
川
に
寄
付
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
明
日
の
地
域
振
興
常

任
委
員
会
で
出
て
き
ま
す
が
、
立
石

峠
が
県
道
行
橋
添
田
線
改
良
工
事

に
よ
り
、
ニ
ン
ニ
ク
食
品
の
事
務
所

が
先
々
移
動
と
な
り
、
ま
た
一
部
ト

ン
ネ
ル
化
し
、
真
っ
直
ぐ
な
道
に
な

り
ま
す
。

○
田
中
委
員　

道
路
は
生
活
に
と

て
も
大
事
な
の
で
、
是
非
作
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
米
丸
委
員　

最
近
、
高
齢
者
の
自

動
車
事
故
が
多
い
で
す
が
、
免
許
証

返
納
後
の
対
策
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
等
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

○
永
原
町
長　

今
後
、
何
ら
か
の
取

り
組
み
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

現
在
、
運
行
し
て
い

る
福
祉
バ
ス
で
す
が
、
本
数
が
少
な

く
利
便
性
が
悪
い
の
で
、
増
や
し
て

ほ
し
い
と
の
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。

○
浦
野
副
町
長　

福
祉
バ
ス
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
で
運
行
し
て
い
ま
す

が
、
現
在
見
直
し
作
業
を
し
て
お
り

地域振興常任委員会
７日開会（審査経過）

●
委
員
長

　

奥
永　

明
正

●
副
委
員
長

　

佐
々
木　

正
憲

●
委　

員

　

丹
村　

咲
男

●
委　

員

　

毛
利　

英
文

●
委　

員

　

次
谷　

隆
澄

審
査
内
容

・
議
案
第
24
号　

大
任
町
森
林
環
境

譲
与
税
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
森
林
環
境
税
及
び
森

林
環
境
譲
与
税
の
創
設
に
伴
い
、
森

林
整
備
等
の
施
策
に
要
す
る
費
用
に

充
て
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
25
号　

大
任
町
営
住
宅
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
町
営
住
宅
小
林
団
地
の

建
替
え
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
26
号　

町
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

　

内
容
は
、
県
道
行
橋
・
添
田
線
道

路
改
築
事
業
に
伴
い
、
県
道
行
橋
・

添
田
線
の
一
部
を
町
道
立
石
線
と
し

て
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
丹
村
委
員　

こ
の
件
を
知
っ
た
の

は
、
数
日
前
の
議
会
運
営
委
員
会
で

あ
り
ま
す
。

　

も
う
少
し
早
く
内
容
を
知
り
た
い

の
で
、
県
よ
り
委
員
会
に
、
説
明
し
て

い
た
だ
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
か
。

○
事
業
課
長
兼
産
業
経
済
課
長
兼
水

道
課
長　

田
川
県
土
整
備
事
務
所
の

方
に
、
説
明
に
来
る
こ
と
が
出
来
る

か
、
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

　

内
容
は
、
総
務
常
任
委
員
会
と

同
じ
で
す
の
で
、
18
ペ
ー
ジ
を
参
照

願
い
ま
す
。

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
佐
々
木
委
員　

現
在
、
彦
山
川

の
堆
積
土
砂
の
上
に
柳
が
し
げ
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
柳
に
洪
水
時
、
流
木

等
が
引
っ
か
か
り
水
位
の
上
昇
を
招

く
た
め
、
堤
防
の
決
壊
の
危
険
性
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
30
年
度
に

お
き
ま
し
て
は
国
土
交
通
省
で
大
行

事
堰
か
ら
上
流
、
伊
田
堰
か
ら
下
流

部
分
の
堆
積
土
砂
の
撤
去
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
引
き
続
き
町
内

の
大
部
分
に
堆
積
し
て
い
る
土
砂
の

撤
去
、
そ
れ
か
ら
柳
の
伐
採
等
々
を

行
う
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

町
の
対
応
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

○
事
業
課
長
兼
産
業
経
済
課
長
兼
水

道
課
長　

彦
山
川
は
国
土
交
通
省
遠

賀
川
河
川
事
務
所
が
管
理
し
て
お
り

ま
す
が
、
平
成
29
年
度
の
九
州
北

部
豪
雨
を
受
け
、
町
長
と
武
田
代
議

士
等
々
の
方
々
が
国
土
交
通
省
と
協

議
を
行
い
、
陳
情
を
行
っ
て
き
た
こ

と
で
、
昨
年
度
よ
り
大
行
事
堰
上
流

と
水
辺
公
園
下
流
の
堆
積
土
砂
及

び
立
木
の
撤
去
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
堆
積
土
砂
と
立
木

の
撤
去
を
大
行
事
堰
か
ら
伊
加
利

堰
ま
で
の
区
間
を
実
施
す
る
と
の
報

告
が
国
交
省
よ
り
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
今
後
も
予
算
が
つ
く
よ
う
に
努

力
し
、
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
こ

と
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

○
佐
々
木
委
員　

町
全
体
の
安
全

の
た
め
に
鋭
意
努
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
避
難
訓
練
に
つ
い
て
で
す

が
、
自
助
・
共
助
の
自
主
防
災
組
織

を
結
成
す
る
こ
と
に
伴
い
、
人
的
な

被
害
が
軽
減
す
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
そ

う
い
う
訓
練
を
実
施
し
た
行
政
区

が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
、
お
尋
ね

し
ま
す
。

○
統
括
総
務
企
画
財
政
課
長　

平

成
25
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で

に
６
行
政
区
８
回
の
避
難
訓
練
等
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
未
実
施

の
行
政
区
が
31
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
、
区
長
会
役
員
会
に
諮
り
、
区
長

会
の
総
会
等
に
お
き
ま
し
て
自
助
・

共
助
・
公
助
を
も
と
に
避
難
訓
練
の

実
施
に
つ
い
て
呼
び
か
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
と
併
せ
ま
し
て
、
現
在
の
ア

ナ
ロ
グ
無
線
で
あ
る
防
災
無
線
を
デ

ジ
タ
ル
化
し
、
個
別
に
受
信
機
を
配

布
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

○
奥
永
委
員
長　

以
前
、
事
業
課

ま
す
。

○
永
原
町
長　

前
回
の
委
員
会
で

質
問
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

給
食
費
の
無
償
化
の
件
で
す
が
、
現

在
、
小
中
学
校
の
給
食
費
総
額
は
、

年
間
約
１
８
０
０
万
円
で
す
。
そ
の

う
ち
要
保
護
、
準
要
保
護
の
児
童
生

徒
分
の
給
食
は
年
間
約
７
０
０
万
円

で
、
そ
の
ほ
か
の
一
般
の
生
徒
児
童

の
給
食
費
は
年
間
約
１
１
０
０
万
円

で
あ
り
ま
す
。

　
既
に
、
要
保
護
・
準
要
保
護
の
児

童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
無
償
化
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
小
中
学
生
の

全
児
童
生
徒
を
無
償
化
に
す
る
に

は
、
年
間
約
１
１
０
０
万
円
必
要
に

な
り
ま
す
。
道
の
駅
の
利
益
が
で
て

い
て
、
道
の
駅
建
設
に
か
か
っ
た
償

還
も
目
処
が
つ
き
ま
し
た
の
で
、
給

食
費
無
償
化
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

○
松
下
委
員　
「
子
育
て
す
る
な
ら

大
任
町
で
」と
な
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

以
上
で
総
務
常
任
委
員
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。
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長
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

堤
防
や
堤
の
決
壊
に
伴
う
危
険
地

域
が
十
何
カ
所
か
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
そ
れ
に
対
し
て
各
区
長
・
水
利

関
係
者
と
役
場
が
会
議
を
も
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

○
事
業
課
長
兼
産
業
経
済
課
長
兼
水

道
課
長　

近
年
、
豪
雨
災
害
に
伴
い
、

た
め
池
の
決
壊
が
全
国
的
に
多
発

し
、
甚
大
な
施
設
や
人
的
被
害
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
、
国
の
指

定
す
る
防
災
重
点
た
め
池
の
基
準
が

見
直
さ
れ
、
本
町
内
の
37
カ
所
の
た

め
池
全
て
が
指
定
さ
れ
る
と
県
を
通

じ
国
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
防
災
重
点
た
め
池
に
指
定
さ

れ
ま
す
と
、
緊
急
時
の
迅
速
な
状
況

把
握
や
避
難
行
動
に
繋
げ
る
基
礎

的
な
情
報
を
載
せ
た
、
た
め
池
マ
ッ

プ
を
作
成
し
て
公
表
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
現
在
、
そ
の
作
業
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
行
政
区
長

並
び
に
水
利
関
係
者
の
方
々
に
迷
惑

を
か
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
た
め
池

の
強
化
の
た
め
に
協
力
を
お
願
い
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
で
地
域
振
興
常
任
委
員
会

を
閉
会
し
ま
し
た
。

前列左から、永原学 議員、佐々木正憲 議員、次谷隆澄 副議長、米丸年一 議長、奥永明正 議員、松下太 議員
後列左から、坂本年行 議員、丹村咲男 議員、田中良幸 議員、宮本孝一 議員、毛利英文 議員
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議 会 本 会 議
  10 日開会（審議経過）

日
程
第
１
～
日
程
第
7

・
議
案
の
一
括
上
程

（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長
に

対
す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

坂
本
年
行
）

　
６
月
６
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
２
議
案
に
つ
い
て
、
６
月
６

日
本
会
議
及
び
全
員
協
議
会
終
了

後
、
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
委
員
会
は

原
案
の
と
お
り
２
議
案
を
全
員
異
議

な
く
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

奥
永
明
正
）

　

６
月
６
日
の
議
会
本
会
議
で
付

託
さ
れ
た
３
議
案
に
つ
い
て
、
６
月

７
日
午
前
10
時
か
ら
地
域
振
興
常

任
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審

議
し
た
結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と

お
り
３
議
案
を
全
員
異
議
な
く
可

決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
23
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

１
号
大
任
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
24
号　

大
任
町
森
林
環

境
譲
与
税
基
金
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

・
議
案
第
25
号　

大
任
町
営
住
宅
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
26
号　

町
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

・
議
案
第
27
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質
疑
＆
回
答

〈
以
上
５
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員
異
議

な
く
可
決
〉

・
発
議
第
１
号　

公
共
施
設
及
び
民

間
企
業
誘
致
調
査
特
別
委
員
会
設

置
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

　

公
共
施
設
及
び
民
間
企
業
誘
致

調
査
特
別
委
員
会
の
閉
会
中
の
調

査
及
び
審
査
の
申
出
に
つ
い
て

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

　

以
上
で
令
和
元
年
第
３
回
大
任

町
議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　

米
丸　

年 

一

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　

次
谷　

隆
澄

●
委　

員

　
　

坂
本　

年
行

●
委　

員

　
　

永
原　

学

●
委　

員

　
　

奥
永　

明
正

●
委　

員

　
　

佐
々
木　

正
憲

　
町
議
会
議
長
の
初
盆
参
り
を

自
粛
し
ま
す
。

　
田
川
郡
内
の
町
村
議
会
議
長

で
構
成
す
る
田
川
郡
町
村
議
会

議
長
会
で
は
、
公
職
選
挙
法
で
禁

じ
ら
れ
て
い
る
た
め「
御
仏
前
や

お
供
物
、
お
参
り
は
、
公
職
者
と

親
類
以
外
は
遠
慮
す
る
」こ
と
を

申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
今
年
も
例
年
ど
お
り

初
盆
参
り
を
自
粛
致
し
ま
す
。
ま

た
、
中
元
や
暑
中
見
舞
い
な
ど
に

つ
い
て
も
同
様
と
致
し
ま
す
。

　
こ
の
場
を
借
り
て
町
内
物
故
者

皆
様
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
任
町
議
会
議
長

　
　
　     

米
丸
　
年
一

議会からのお知らせ
　議会では、皆様方の生活に直結する予算などが審議されております。
多くの方々に議会審議を傍聴して頂ければと思います。なお、次回の
定例会は令和元年９月の予定です。
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令和元年

大任町子育て支援センターすまいる

５・６月のわかばちゃんDay

回数を重ねるごとに緊張がほぐれ、
母親同士の交流も深まり、互いの
悩みを解消（全６回実施）
　わかばちゃんDay１回目は、初対面で少し緊張した様
子もありましたが、回数を重ねていくうちに参加者たち
の交流が深まり、育児や家庭、職場のことに関する悩み
なども積極的に話すようになり、全６回を終了しました。
　また、保健師による産後ケアの説明や軽い運動なども
行い、産後の体との付き合い方を学びました。

交流だけでなく、子どもとの時間
もゆっくり過ごせます。
参加したお母さんたちの声
　お母さんたちと仲良くなれるので、講座に参加して良
かったです。また、時間が合えばほかの講座にも参加し
てみたいです。（生後３カ月の母親）
　ストレス発散もでき、ここで子どもとの時間をゆっくり
と過ごすことができました。マッサージの仕方も習えたし、
参加して良かったです。（生後４カ月、２歳、４歳の母親）

次回のわかばちゃんDay

ベビーマッサージや手遊び・絵本
の読み聞かせの仕方などをみんな
と一緒に楽しく学びませんか？
　わかばちゃんDayは、今年４月から６月生まれの子ど
もとその保護者を対象に、子育てを頑張るお母さんたち
をつなぐそんなきっかけの場です。緊張の面持ちで参加
したお母さんたちも、ベビーマッサージなどを通して次
第に打ち解けていき、子育ての喜びや大変さを笑顔で話
されています。
　対象者には事前にお知らせしますので、気軽にご参加
ください。
※８月のわかばちゃん Day 実施予定は、23 日、30 日です

■お問い合わせ先：大任町社会福祉協議会　☎ 63・4828
※子育て支援センターすまいるは土日祝日が休館日となっています そのほかのイベントスケジュールに

ついてはこちらをご覧ください→

わかばちゃんDay


